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金属材料技術研究所

新しい材料の開発研究
　　　　　　　　特殊金属材料研究部長

　普迅の材料を普通の使い方をしている限り普逝

のものしか得られないが，新らしい特徴を持った

材料を生かして使うことによって格段の進歩また

は全く新しいものができるという事は極めて明白

である。普逝のことから脱却するためには材料の

研究mこっいても今目では非常に広範囲な角度や

内容と共にスピードが衷求されるようになってき

て，もはや一個人の能力や知識の巾を越える叶1脳

が常である。従ってこの現実に対処するため研究

者の研究態度や研究体制も常に効果的に成央を挙

げられるようにすることが必要であろう。

　研究の進め方については独創の名にかくれて梢

もすると昔の戦国の武老のように鎧兜に身を固め

た一蹴打ちにも似た佃人プレーにおち人り易いも

のであるが，これでは現代のrl］広い内容と急速な

テソポについて行けないことは1明白であろう。

　創意は個人から生まれ出されるものであるが，

この過程において佃人プレーは好ましくない。そ

れぞれ異った，あるいは同じ専門分野をもった研

究グループで，自［l11な立場で多角的にディスカッ

ショ1■することによって．各仙人としては不足し

ている面をカバーし，全体として広い守伽範咄を

もっことができよう。このようた虚心担懐な，自

rl］なふん1刀1i気を持った研究グルーブは一棚一夕に

できあがるものではなく，また命令などに至って

は論外であろう。グループの研究老の人格と努力

のっみ上げに上って育て上げられるもので，研究

木村啓造

所として最も大切なも

のの一つであろう。

　禍を転じて福となす

という諺があるが弾力

的な考え方も研究老が

常に忘れてはならない

ことである。材料に限

らず物には必ず長所，

短所をもっているもの

である。たとえぼ合金

には「偏析」として側られる現象があって，折角

品質改善のために合金成分を配合しても応々にし

て均一紅成のものが得られず，有効成分がある都

分に偏ったり，有害不純分が偏ったりして品質を

悪くすることが多く，昔から冶金披術老が常に苦一

労して来た閉魍である。所がトラソジスターに用

いる超高純度のゲルマニウムを造る時にはこの偏

析を逝に禾1」用して不純分を一方に寄せ集めてしま

って残りの部分は概めて純度を高めることがで

き，工業的に柑溶融精鯉法として盛に応用されて

いることはよく久11られた所である。一

　創立以来10年に近い雌史と共に常に創恵と工夫

を以て鋭恵研究1舳遡に収り組んでいる研究者のグ

ループにより培われた良いふん1州気と失行力の蜥

わったこの金属材料披術研究所の一員であること

に誇りを持って，本研と共に仲びて行きたいと念

願しているものである。



V－Ga系中間相とその超電導性

　V芒Gaは現在最も超犯導臨界一滋場が応く　（4．2oKで300

KG以上）細じ導マグネットのための非常にすぐれた材

料と一考えられているが，V’Ga線の製逃1やV－G日系でイ∫＝

在する中11』1柵についてはまだ各国でも・纈告されていな

い。電磁部喬純廣金属研究室ではVoGa線を焚造するた

めの狐礎i’閉・としてまずこの系で手1｛ずる1・1・州柵について

研究を行なった。

　Vの細い搾の内にGaをつめた試料を師々の温度で加

熱してVとG刮を拡版させ，生ずる中n・司棉の紅成をX線

マイクロアナライザー（XMA）で決定した。写真1に

は拡附試料のXMAの線走脊記鋤の例を示したが，V・一

c刮系では均一な舳皮のll・り川州が巾jムく形成される。1キ1

閉棚からの叶、■榊X線（VKα線）独皮を多くの、1．1（について

計・数し，Birksのカ法（“ElectronPr（〕be　Microan刮1ysis”

J．Wiley，（1963））でX線の吸収補τEを行なって中蘂’＝腓1’・1’

の紐成をもとめた。唖々の槻度で熱処理した時生ずる中

閉杣の組戊を図1に示したが，V一・Ga系ではVoGa，V呈Ga

V品G刮空，VG罰，VGa2の五、砥類の1＋1閉柵が生成され，

Nb－Sn系よりも唖類が多い。各井1－1の生成柵空範胴は図

にみられる迦りであるo

　写稟2にはH3ぴCから5．／minで徐冷した試料の顕

微鏡紅織（陽一禰1酸化で着色して中間棚を区別したもの）

を示Lた。左からVGa2，VGa，V丑Ga2，V2Ga，VヨGa，

およびVである。試料を徐冷するとV・Ga棚はV・Ga

　　V．　　　」…　　　　　　　　　。　≡　・1・

仰1－1・；二∵“ll：1二

土・二」」二二、．

V　…　　　　　’1一∵I’
仰・1…二．∵」止∵∵’’
　　；r孤1　　†r＋」丁．…
　　・、榊1ボ・∴＝・・＝・∵・ヤ・1
　・∵1㌧・・・・・・…也伽＝一←・一＝十、

．一」二十畔曲州㍗紐岬下呼苧午・

1’1二’lT頁1111■二一’1・

　　写’主r〔1　V－G日払倣試料のXMA線

　　　　　　ノヒ1介記鋏（Vl（血に．tる）

　　　　　　｛乱〕　800百Cx20hr急．冷

　　　　　　（b〕　l035oCx20hr急，冷

とV3Ga呈，VGa非1rはVヨGa。とVG覗の細かい二柵組

織に分れる。写真3には1130．Cから1．！minで徐冷し

た試料のV里G罰棚の細繊を示したが，　V田Ga（山）と

V3Ga2（黒）のニキ1・1にリ1瞭に分離している。V，G劃王相

の生長速度は最も大きく1000．C乃至1100．Cでは1hr

の加熱で約100、〃のll」になる。V空G壬1，VGaおよびVGa把

相も速やかに生長するが，V田Ga朴1の生長速度はおそく

10μ／10hr程度でま。る。しかし，v．Ga棚をつくり徐冷

によって分解させるとV齪Ga相を多くつくることが出一来

る。

　図2には試料の遭移1111線の熱処1＝■l1油1庇による’変化を示

した。1剰1－1・，’火．線は試芋＝1・の抵抗変1化を示L，1，一，1：線は試料に

まいたコイルのイソダクタソス■変化（試料の帯磁1察’変

化）にともなう先振1111蹄の州波数変化を示した（試料の

まわりのVは土ツチソグでのぞいた）。抵抗変化と崩波

一数変化はよく対応しておこり，また，熱処理湘蛙が低く

なるとToが低■ドし遷移が巾をもつようになる。1050．C

で10hr以．．ヒ加熱して忽冷すると14．3叩附近より鋭い

抵抗の立ち」二がりを示し．1100．Cで2hr以」二加熱して

徐冷しても1司厳に高いT。がえられる。

　現在当研究宋で設計した一装’凸十111により加熱したV線の表

而にGaを燕着、塗布したのちV内にGaを拡散させて

速続的にV・Ga線を作る研究を巡め好結・果をえている

が，その詳細は後に報告する。
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図1

　　　加軸温度　　1．‘1

熱処］w■U蜘こ．tる1いlllj杣舳』定の

変化（各汕吏で20hr加烈後急冷）

ヨヨo嚢　　　　　　繊（x200）　（1130「Cよ

　珀　　　　　り徐冷）

；畠　　席’一K」1

←，測2　烈処」…1：洲度にる逃移1川線の’変

　　化（各諦i岐で20hr加熱後急冷）
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非鉄金属材料研究の現況とその大綱

　　　　　　　　　　　訓1鉄金鰯材料研究部長1r1樽岩村蟹郎

　当研究所設立の三脂は我1丞1淡染界，特に二〔薬界

の技術水雌を商めるために．必要な金属材料を研究

するにある。従って非鉄金賦を研究の対象にした

j甥禽でも当然その範■lI寿を1，1＝依いo

自鋤班，船舳，航空機，　　　雄築，電力，原

予煩，宇～飛しょう体，その他あらゆる機械榊J’し

類総てといってよい位，金属材料を必要としてい

る。従って金剛オ料のゼl1能が向上すれぱ，それだ

け品物の担1三能，品質は改良され，場禽によっては

新分野も閉け，適当な材料が携明発見さオてれぼ今

迄不可能桃されていたこともw能になる。

　さて我々はこの様な槻蜥に立って研究を逃める

のであるからして，その1割概とする処は，き幻然我

国における般1一…；1の処を巨1指さざるを得ないo更に

遊んではもっと広い．’1杜界的槻野に立った研究に一

取級まねぱならないと考えている。

　さて現突には40年度の研究テーマを次の様に選

んだのであるが総合研究として

　！　ロケット及びジェットエソジソ材料の炊能

　　1而1上に㈱する研究

　一般研究として

　1　析舳硬化型銅合金に闘する研究

　　　ニオブ及びタソタル含金に闘する研究

　　　粒予分散強化型合金に闘する研究

　　　熱処理型チタソ禽金の脆担1三に㈱する研究

　　　溶楼」目アルミニウム舎金に関する研究

　　　希土類元素を含む，マグネシウム含金に1蝿

　　する研究

　7　タソグステソの加エセ1…に1葵1する研究

　8カ1リニ1三矛蟄ヨ1・｛汐ξ｝こ一1裟］づ一るηFラヒ

　これ等のテーマがはたして先に述べた理念にあ

ったものであるか阿うか，またこれだけの数で…1一

分なものであるか何うかには、なお雛、点が伐され

ている。　しかし、人（研究者の能力、志舳父び

数）設術（当研究所を参鰯された多数欧米の学肴

からは立派だと称賛をはくしている）予算等の点

から一応現段階では淋足せざるを得ないと．楓って

いる。

　そして予隻γの州・j一と金胴材料研究辿絡会の狐総

を碍たのであるが，ここに至る迄には1臼己反省を

試みたのである。禽己反省の基雌は，先にも述べ

た様に我々の研究は究棚においては工薬界に一役立

つものでなけれぱならない，それが腹接（主とし

て応JTj研究的）或いは1舳安（ジ1毫礎研究一学理）的

のものであるか何うか，又研究テーマが　11哨已

発想による独特のもの識所アイデア的，12〕外閾で

は既に閉雌されているが我鰯では未1蝪のもの（3〕命

令1杓なもの，　ω継統のもの一。これを図示し

てみると図の如くなるが，テーマが何れに鰯する

か薗己反省を試みたのである。

　　　　ポ

　　　　　　　　命　　　　　ト外　　　ア

　　　　　　　　　　　　　レ　　　イ
　　　　　　　　　　　　　　ll1l　　デ
　　　　　　　　　　　　　1　　　イ

　　　続　令　スのア
　その緒果研究テーマを選定する以前の閉魎即ち

自分等の知らないテーマがあるのではないかとい

う疑閉がある。禽分達がテーマを作る基維は，主

として1…1分達の所賦する学蝋又産業蝋とのコソタ

クト活鋤，外1頚の文献，又爽際に外悶に行づたと

きの見闘，そして自分達の持つ知識等からヒソム

を得るのであるが，榊人藻はあるにしてもなんと

いっても和1111人の能力には1狼度がある。従って個人

をカパーする組織が必要ではなかろうか，例えぱ

1川坦を災めるのは人に談かせて研究者は研究に専

創1111来る縦繊，ここにも分榮と’脇力の大切さが病

感された次狐であるO

　キプアソドテークが’此の逓則とすれぱ．披術的

に一応世界的水雌に追ついた我願では，今後世界

的競箏楊初1において更に飛燃するため1こはそれに

児禽った概究成果が生れてこなけれぼならないo

大変た斑ではあるが，やり展）かねぱならぬ一番大

切なことだと、泓っている。



　　総合研究
○超花導マグネット材料に関する研究
○金属材料の高速加工に1装1する研究

○ロケットおよぴジェットエソジソ材料の性能1合」上に関

　する研究
Oi鰍熱鏑のセl1能ぽ…j上に関する秋究

○鋤司の介在物と砂疵に閑する倣究

○鋼紳の不純金繍の念械午側一＝に1異1する研究

○爾張力鋼溶披都の硫化水熱剥れに閑する研究
○クリーブのデータシート作成に二関する研究

○特殊溶銚炉の操葉法の縦立に関する鮒究
○超独力舳こ関する研究

　　金属物理研究都
○金臓側莫の格予久陥と；厳性に関する研究

○鉄の辻りと測王1変形に1異！する研究

○鉄の塑性と強疫に鯛する研究

○鉄含金の集含組繊と塑性に関する研究
○鉄念金の析吐1と塑蛙11に関する研3ヒ

○趨蘂晒醐1による格子久陥に関する研究
○空気■1胴’孤■」縦の金賦物殴分析への応舳こ闘する研究

　　金属化学研究部
○多原子舳金1i篤化含物の遼元反応の機構に関する研究

○金鰍オ料・の碕漱酸化機榊に闘する研究

○碕純皮金属申の微批元素の定．且臼二法に関する研究

○非金苫頂介在物の状態分妖法に関する研究

○金属材料の放射化分析法に闘する研究
○高浪度舳父令金の分析繍度1自1上に関する研究

　　製錬研究都
○ペレットの銚造に関する倣究
○考寺殊製鉄法に閥する研究

○特殊製銚法に闘する研究
○液休，1藪1体鉄含金の物理化学白勺鮒究

○低…〒11位アルミニウム鉱石の遼元による粗アルミニウム

　含金の製造とその禾1岬に関する概究

○溶融塩を漆媒とする1繍屯度側■負の蚊鋏に閥する研究

○加月三下の耽式娘錬に閑する研究

○複雑硫化鉱の蚊錬彼陣の高度利剛こ関する概究

　　鉄鋼材料研究部
○細1阯下の欽鋼材料の棚平衡に関する研究

α晦効硬化性窒化鍋に関する研究

　　非鉄金属材料硲究部
○析吐慨化型銅合金に関する研究

○ニオブおよびタソタル含金の機械的性質におよぽす水
　素の影響に関する研究
○粒子分散強化型含金に関する研・究

○熱処更1卿チタソ合金の腕性に1装げる研究

○溶披月］アルミニウム合企に闘する研究

○希土獺元繁を含むマグネシウム禽金に関する研究
○タソグステソの加〕二性に閥する研究

○州．l1洲1砿に閑する鮒究

　　特殊金属材料研究部
○原予炉月ヨベリリウムの成形カll工に関する研究・

　　　　　　　　　（・巡准節77刑

編集兼発行人　吉　　村

肩1　　舳奥村目1刷株式会雀1二
　　　　　　　　束京郁千代酬星西平11棚1の10

昭和40年度年次研究計画
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑧1三1jはヰj」…〃1〃冴究

　　　　　　　　　　　　○覚子ピーム溶解したモリブデソの加二〔法に関する研究

　　　　　　　　　　　　○側菟酸化物および］v族半導休の格子欠陥に関する研究

　　　　　　　　　　　　○希二L郷金ム臭の製遣に関する研究

　　　　　　　　　　　　○融解塩の災礎圭1勺研究

　　　　　　　　　　　　ORI利j≡目による鍛月三1界1の一吊1質肉上に関する研究

　　　　　　　　　　　　○炭爽系超耐熱材榊こ関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　電気磁気材料研究部

　　　　　　　　　　　　O1舳｛下の金舳オ’＊『・の蜘｛i洲〕」1整1三に1蝪する妃胱

　　　　　　　　　　　　α心気披触材＊二1・に1異1する研究

　　　　　　　　　　　　○一j竈祈磯仰声，lj三腋手こ1掲する研究

　　　　　　　　　　　　○蜘鮒11微粉火の災迩と利j＝竈に1倒する研究

　　　　　　　　　　　　○物螂11艘による嚇屯皮金繊の製造およぴその性質に関

　　　　　　　　　　　　　する概究

　　　　　　　　　　　　○金1釧刊化・含物半皿導休の製造とその性質に閑する研究
　　　　　　　　　　　　○遭移金ム；翁囲妻・｛ヒ刊勿亜こ1翼．する弼f1究

　　　　　　　　　　　　　　　製造冶金研窺部

　　　　　　　　　　　　○ダイカスト聖舳1の性能1含1．．ヒに闘する研究

　　　　　　　　　　　　○溶解捌1j＝i気の詠燃による強靭鋳鉄の製逃に関する研究

　　　　　　　　　　　　○鋼材の各唖熱処型1峻態■lh線に闘する研究

　　　　　　　　　　　　○金賦粉末の鍍造ならびに跳総力1’江に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　材料強度砺究部

　　　　　　　　　　　　○腐食疲れに関する研究

　　　　　　　　　　　　○榊説におけるユニ少螂の機械的独度に関する研究

　　　　　　　　　　　　⑧微一1」l1不純物による鉄鋼の1楴雌擦変化に1装1する研究

　　　　　　　　　　　　○超背波探膓縞果と傷，材質および強度との関迦こ関す

　　　　　　　　　　　　　　る研究

　　　　　　　　　　　　O｛じ磁誘ψこよる到…破壊試験緒果と傷，材質の一爽態との
　　　　　　　　　　　　　　1装1j出｝こ1装1づ一る｝研ゴビ

　　　　　　　　　　　　○熱疲労に1装1づ一る研究

　　　　　　　　　　　　　　　腐食防食研究部

　　　　　　　　　　　　○アルミニウムの腐食におよぽす水申微±11二不純物の影響

　　　　　　　　　　　　　　に関する秋究

　　　　　　　　　　　　○原子炉用金属材料の腐食1泌食に関する桝究

　　　　　　　　　　　　○応力脇食に闘する概究
　　　　　　　　　　　　α舳＝ミカ鋤1の利j－1ヨ度1手1j」二に1裟1する万干究

　　　　　　　　　　　　○アルミニウムとその合金の化成処理に闘する研究
　　　　　　　　　　　　○腐食蕎寸測法に1均する研究

　　　　　　　　　　　　　　　溶接研究部

　　　　　　　　　　　　○滴張力鋼の自醐溶接の改則こ闘する研究

　　　　　　　　　　　　○原子炉岬災材継乎の溶接と熱脆化に関する研究
　　　　　　　　　　　　○溶接都の物理猪金．に1装1する研究

　　　　　　　　　　　　○奥砥金鰯の披含に関する概究

　　　　　　　　　　　　○原子炉材料の祭1畝な溶披プフ法の閥発に関する研究

　　　　　　　　　　　　○轄殊ろう接に関する研究

　　　　　　　　　　　　○溶接都の化学冶金に関する研究

　　　　　　　　　　　　鋤耐熱材料の溶披に閑する微究
　　　　　　　　　　　　○特殊溶披力法のlj目発に1装1づ一る研究

　　　　　　　　　　　　○ブラズマジェットの材料カ1’江への応舳こ関する研究
　　　　　　　　　　　　　　　二〔業イヒ研究書螂

　　　　　　　　　　　　○延竹鋳欽に閑する犯眈

　　　　　　　　　　　　○迦続鍍鋼鋳逃披術に関する研究

　　　　　　　　　　　　α耐熱アルミニウム禽金の1洲携に関する研究
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